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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単色表示の電気光学装置の複数のデータ線を駆動するデータドライバーと、
　前記データドライバーにデータを供給するデータ分配回路とを含み、
　前記データドライバーは、
　前記複数のデータ線のうちの奇数番目のデータ線を駆動する第１のオペアンプを有する
奇数データ線用駆動回路と、
　前記複数のデータ線のうちの偶数番目のデータ線を駆動する第２のオペアンプを有する
偶数データ線用駆動回路と、
　前記奇数データ線用駆動回路に対応して設けられる奇数データ線用ラッチ回路と、
　前記偶数データ線用駆動回路に対応して設けられる偶数データ線用ラッチ回路とを含み
、
　前記データ分配回路は、
　時系列に入力される前記単色表示の電気光学装置用の少なくとも４マルチプレクス分の
単色画像データを多相クロックによってラッチする第１のラッチ回路と、
　前記単色画像データのうちの奇数データ線用画像データを第１のクロックに基づいてラ
ッチする第１の奇数データ用ラッチ部と、前記単色画像データのうちの偶数データ線用画
像データを第２のクロックに基づいてラッチする第１の偶数データ用ラッチ部とを有する
第２のラッチ回路と、
　前記第１のラッチ回路と前記第２のラッチ回路との間に設けられる分散切換え回路と、
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　第３のラッチ回路とを含み、
　前記分散切換え回路は、
　分散モードがイネーブルになったときに、前記単色画像データのうちの前記奇数データ
線用画像データを前記第１の奇数データ用ラッチ部に出力し、前記単色画像データのうち
の前記偶数データ線用画像データを前記第１の偶数データ用ラッチ部に出力し、
　前記第３のラッチ回路は、
　前記第１の奇数データ用ラッチ部から出力されたデータを第３のクロックに基づいてラ
ッチし、前記奇数データ線用ラッチ回路に対して供給する第２の奇数データ用ラッチ部と
、
　前記第１の偶数データ用ラッチ部から出力されたデータを前記第３のクロックに基づい
てラッチし、前記偶数データ線用ラッチ回路に対して供給する第２の偶数データ用ラッチ
部とを含み、
　前記データ分配回路は、
　前記第１のオペアンプが前記奇数番目のデータ線を駆動し、前記第２のオペアンプが前
記偶数番目のデータ線を駆動するモードであって、前記第１のオペアンプ及び前記第２の
オペアンプのオフセット電圧のばらつきによる表示ムラを抑制するモードである前記分散
モードにおいて、前記単色画像データを受けて、前記奇数データ線用ラッチ回路に対して
、マルチプレクス数分の前記奇数データ線用画像データを供給し、前記偶数データ線用ラ
ッチ回路に対して、マルチプレクス数分の前記偶数データ線用画像データを供給すること
を特徴とする集積回路装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記データ分配回路は、
　前記第２のラッチ回路と前記第３のラッチ回路との間に設けられるシフト方向切換え回
路を含み、
　前記シフト方向切換え回路は、
　第１のシフト方向のモードでは、
　前記第１の奇数データ用ラッチ部のデータを前記第２の奇数データ用ラッチ部に出力し
、
　前記第１の偶数データ用ラッチ部のデータを前記第２の偶数データ用ラッチ部に出力し
、
　第２のシフト方向のモードでは、
　前記第１の奇数データ用ラッチ部のデータの順序を逆にして、前記第２の偶数データ用
ラッチ部に出力し、
　前記第１の偶数データ用ラッチ部のデータの順序を逆にして、前記第２の奇数データ用
ラッチ部に出力することを特徴とする集積回路装置。
【請求項３】
　単色表示の電気光学装置の複数のデータ線を駆動するデータドライバーと、
　前記データドライバーにデータを供給するデータ分配回路とを含み、
　前記データドライバーは、
　前記複数のデータ線のうちの奇数番目のデータ線を駆動する第１のオペアンプを有する
奇数データ線用駆動回路と、
　前記複数のデータ線のうちの偶数番目のデータ線を駆動する第２のオペアンプを有する
偶数データ線用駆動回路と、
　前記奇数データ線用駆動回路に対応して設けられる奇数データ線用ラッチ回路と、
　前記偶数データ線用駆動回路に対応して設けられる偶数データ線用ラッチ回路とを含み
、
　前記データ分配回路は、
　時系列に入力される前記単色表示の電気光学装置用の少なくとも４マルチプレクス分の
単色画像データを多相クロックによってラッチする第１のラッチ回路と、
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　前記単色画像データのうちの奇数データ線用画像データを第１のクロックに基づいてラ
ッチする第１の奇数データ用ラッチ部と、前記単色画像データのうちの偶数データ線用画
像データを第２のクロックに基づいてラッチする第１の偶数データ用ラッチ部とを有する
第２のラッチ回路と、
　前記第１のラッチ回路と前記第２のラッチ回路との間に設けられる分散切換え回路と、
　共通ラッチ部を有する第３のラッチ回路とを含み、
　前記分散切換え回路は、
　分散モードがイネーブルになったときに、前記単色画像データのうちの前記奇数データ
線用画像データを前記第１の奇数データ用ラッチ部に出力し、前記単色画像データのうち
の前記偶数データ線用画像データを前記第１の偶数データ用ラッチ部に出力し、
　前記共通ラッチ部は、
　前記第１の奇数データ用ラッチ部から出力されたデータを第３のクロックに基づいてラ
ッチして、前記奇数データ線用ラッチ回路に対して供給し、
　次に前記第１の偶数データ用ラッチ部から出力されたデータを前記第３のクロックに基
づいてラッチして、前記偶数データ線用ラッチ回路に対して供給し、
　前記データ分配回路は、
　前記第１のオペアンプが前記奇数番目のデータ線を駆動し、前記第２のオペアンプが前
記偶数番目のデータ線を駆動するモードであって、前記第１のオペアンプ及び前記第２の
オペアンプのオフセット電圧のばらつきによる表示ムラを抑制するモードである前記分散
モードにおいて、前記単色画像データを受けて、前記奇数データ線用ラッチ回路に対して
、マルチプレクス数分の前記奇数データ線用画像データを供給し、前記偶数データ線用ラ
ッチ回路に対して、マルチプレクス数分の前記偶数データ線用画像データを供給すること
を特徴とする集積回路装置。
【請求項４】
　請求項３において、
　前記データ分配回路は、
　前記第２のラッチ回路と前記第３のラッチ回路との間に設けられるシフト方向切換え回
路を含み、
　前記シフト方向切換え回路は、
　第１のシフト方向のモードでは、
　前記第１の奇数データ用ラッチ部のデータを前記共通ラッチ部に出力し、次に前記第１
の偶数データ用ラッチ部のデータを前記共通ラッチ部に出力し、
　第２のシフト方向モードでは、
　前記第１の奇数データ用ラッチ部のデータの順序を逆にして、前記共通ラッチ部に出力
し、次に前記第１の偶数データ用ラッチ部のデータの順序を逆にして、前記共通ラッチ部
に出力することを特徴とする集積回路装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかにおいて、
　前記奇数データ線用ラッチ回路は、
　前記奇数データ線用画像データをラッチして、前記奇数データ線用駆動回路に供給し、
　前記奇数データ線用駆動回路は、
　前記奇数データ線用画像データを受けて、マルチプレクスされた奇数データ線用データ
信号を出力し、
　前記偶数データ線用ラッチ回路は、
　前記偶数データ線用画像データをラッチして、前記偶数データ線用駆動回路に供給し、
　前記偶数データ線用駆動回路は、
　前記偶数データ線用画像データを受けて、マルチプレクスされた偶数データ線用データ
信号を出力し、
　マルチプレクスされた前記奇数データ線用データ信号がデマルチプレクサーによりデマ
ルチプレクスされることで得られたデマルチプレクス後のデータ信号が、１水平走査期間
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において、対応する前記奇数番目のデータ線に供給され、
　マルチプレクスされた前記偶数データ線用データ信号が前記デマルチプレクサーにより
デマルチプレクスされることで得られたデマルチプレクス後のデータ信号が、１水平走査
期間において、対応する前記偶数番目のデータ線に供給されることを特徴とする集積回路
装置。
【請求項６】
　請求項５において、
　前記デマルチプレクサーに含まれる複数のデマルチプレクス用スイッチング素子をオン
・オフ制御するためのデマルチプレクス用スイッチ信号を生成するスイッチ信号生成回路
を有することを特徴とする集積回路装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかに記載の集積回路装置を含むことを特徴とする電気光学装置
。
【請求項８】
　請求項１乃至６のいずれかに記載の集積回路装置を含むことを特徴とする電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、集積回路装置、電気光学装置及び電子機器等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　　近年ではハイビジョン映像等の高精細な映像技術が普及しており、液晶プロジェクタ
ー等の表示機器において高精細化・多階調化が進んでいる。高精細化・多階調化が進むと
、多階調であるほど１階調当たりの階調電圧が小さくなるため、データ電圧にわずかな誤
差が生じるだけで表示ムラが生じるという課題がある。
【０００３】
　ここで、本出願人は、各データ線駆動回路が１水平走査期間において複数の画素に対し
てデータ電圧を書き込むマルチプレクス駆動方式のドライバーを開発している。しかしな
がら、この方式のドライバーでは、マルチプレクス駆動するオペアンプのオフセット電圧
のばらつきにより、表示画像に表示ムラ（スジ）が生じるという課題がある。
【０００４】
　なお特許文献１には、マルチプレクス駆動される複数のデータ線の駆動順番を水平走査
期間毎に切り替えることで、データ電圧の誤差を平均化する手法が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－４５９６７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の幾つかの態様によれば、表示ムラを低減できる集積回路装置、電気光学装置及
び電子機器等を提供できる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様は、電気光学装置の複数のデータ線を駆動するデータドライバーと、前
記データドライバーにデータを供給するデータ分配回路とを含み、前記データドライバー
は、前記複数のデータ線のうちの奇数番目のデータ線を駆動する奇数データ線用駆動回路
と、前記複数のデータ線のうちの偶数番目のデータ線を駆動する偶数データ線用駆動回路
と、前記奇数データ線用駆動回路に対応して設けられる奇数データ線用ラッチ回路と、前
記偶数データ線用駆動回路に対応して設けられる偶数データ線用ラッチ回路とを含み、前
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記データ分配回路は、時系列に入力される画像データを受けて、前記奇数データ線用ラッ
チ回路に対して、マルチプレクス数分の奇数データ線用画像データを供給し、前記偶数デ
ータ線用ラッチ回路に対して、マルチプレクス数分の偶数データ線用画像データを供給す
ることを特徴とする集積回路装置に関係する。
【０００８】
　本発明の一態様によれば、時系列に入力される画像データを受けて、奇数データ線用画
像データと偶数データ線用画像データとを分離してデータドライバーに供給することがで
きるから、隣接する奇数番目のデータ線と偶数番目のデータ線とを、異なるデータ線駆動
回路で駆動することができる。
【０００９】
　また本発明の一態様では、前記奇数データ線用ラッチ回路は、前記奇数データ線用画像
データをラッチして、前記奇数データ線用駆動回路に供給し、前記奇数データ線用駆動回
路は、前記奇数データ線用画像データを受けて、マルチプレクスされた奇数データ線用デ
ータ信号を出力し、前記偶数データ線用ラッチ回路は、前記偶数データ線用画像データを
ラッチして、前記偶数データ線用駆動回路に供給し、前記偶数データ線用駆動回路は、前
記偶数データ線用画像データを受けて、マルチプレクスされた偶数データ線用データ信号
を出力し、マルチプレクスされた前記奇数データ線用データ信号がデマルチプレクサーに
よりデマルチプレクスされることで得られたデマルチプレクス後のデータ信号が、1水平
走査期間において、対応する前記奇数番目のデータ線に供給され、マルチプレクスされた
前記偶数データ線用データ信号が前記デマルチプレクサーによりデマルチプレクスされる
ことで得られたデマルチプレクス後のデータ信号が、1水平走査期間において、対応する
前記偶数番目のデータ線に供給されてもよい。
【００１０】
　このようにすれば、隣接する奇数番目のデータ線と偶数番目のデータ線とを、異なるデ
ータ線駆動回路でマルチプレクス駆動することができる。こうすることで、オペアンプの
特性のばらつき等に起因する階調差を平均化することができるから、表示ムラを低減する
ことができる。
【００１１】
　また本発明の一態様では、前記デマルチプレクサーに含まれる複数のデマルチプレクス
用スイッチング素子をオン・オフ制御するためのデマルチプレクス用スイッチ信号を生成
するスイッチ信号生成回路を有してもよい。
【００１２】
　このようにすれば、マルチプレクスされた奇数データ線用データ信号及びマルチプレク
スされた偶数データ線用データ信号をデマルチプレクサーによりデマルチプレクスするこ
とができる。
【００１３】
　また本発明の一態様では、前記データ分配回路は、少なくとも４マルチプレクス分の前
記画像データを多相クロックによってラッチする第１のラッチ回路と、前記画像データの
うちの前記奇数データ線用画像データを第１のクロックに基づいてラッチする第１の奇数
データ用ラッチ部と、前記画像データのうちの前記偶数データ線用画像データを第２のク
ロックに基づいてラッチする第１の偶数データ用ラッチ部とを有する第２のラッチ回路と
を含んでもよい。
【００１４】
　このようにすれば、時系列に入力される画像データを受けて、マルチプレクス数分の奇
数データ線用画像データとマルチプレクス数分の偶数データ線用画像データとを分離して
ラッチすることができる。
【００１５】
　また本発明の一態様では、前記データ分配回路は、第３のラッチ回路を含み、前記第３
のラッチ回路は、第３のクロックに基づいて、前記第１の奇数データ用ラッチ部のデータ
をラッチし、前記奇数データ線用ラッチ回路に対して供給する第２の奇数データ用ラッチ
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部と、前記第３のクロックに基づいて、前記第１の偶数データ用ラッチ部のデータをラッ
チし、前記偶数データ線用ラッチ回路に対して供給する第２の偶数データ用ラッチ部とを
含んでもよい。
【００１６】
　このようにすれば、第３のクロックの各周期毎に、マルチプレクス数分の奇数データ線
用画像データとマルチプレクス数分の偶数データ線用画像データとを、それぞれ奇数デー
タ線用ラッチ回路及び偶数データ線用ラッチ回路に供給することができる。
【００１７】
　また本発明の一態様では、前記データ分配回路は、前記第１のラッチ回路と前記第２の
ラッチ回路との間に設けられる分散切換え回路を含み、前記分散切換え回路は、分散モー
ドがイネーブルになったときに、前記画像データのうちの前記奇数データ線用画像データ
を前記第１の奇数データ用ラッチ部に出力し、前記画像データのうちの前記偶数データ線
用画像データを前記第１の偶数データ用ラッチ部に出力してもよい。
【００１８】
　このようにすれば、分散モードがイネーブルになったときに、隣接する奇数番目のデー
タ線と偶数番目のデータ線とを異なるデータ線駆動回路でマルチプレクス駆動する分散駆
動を有効にすることができる。一方、分散モードがディスイネーブルになったときに、分
散駆動を無効にする、すなわち、分散駆動を行わないマルチプレクス駆動をすることがで
きる。
【００１９】
　また本発明の一態様では、前記データ分配回路は、前記第２のラッチ回路と前記第３の
ラッチ回路との間に設けられるシフト方向切換え回路を含み、前記シフト方向切換え回路
は、第１のシフト方向のモードでは、前記第１の奇数データ用ラッチ部のデータを前記第
２の奇数データ用ラッチ部に出力し、前記第１の偶数データ用ラッチ部のデータを前記第
２の偶数データ用ラッチ部に出力し、第２のシフト方向のモードでは、前記第１の奇数デ
ータ用ラッチ部のデータの順序を逆にして、前記第２の偶数データ用ラッチ部に出力し、
前記第１の偶数データ用ラッチ部のデータの順序を逆にして、前記第２の奇数データ用ラ
ッチ部に出力してもよい。
【００２０】
　このようにすれば、電気光学パネルに表示される画像を左右反転（ミラー反転）するこ
とができるから、前面投射型及び背面投射型の２つの方式のプロジェクター（投写型表示
装置）に対応することができる。
【００２１】
　また本発明の一態様では、前記データ分配回路は、第３のラッチ回路を含み、前記第３
のラッチ回路は、共通ラッチ部を有し、前記共通ラッチ部は、第３のクロックに基づいて
前記第１の奇数データ用ラッチ部のデータをラッチして、前記奇数データ線用ラッチ回路
に対して供給し、次に前記第３のクロックに基づいて前記第１の偶数データ用ラッチ部の
データをラッチして、前記偶数データ線用ラッチ回路に対して供給してもよい。
【００２２】
　このようにすれば、奇数データ用ラッチ部及び偶数データ用ラッチ部の２個のラッチ部
を設ける必要がなく、共通ラッチ部が奇数データ線用画像データ及び偶数データ線用画像
データの両方をラッチすることができる。さらに共通ラッチ部を用いることで、ラッチ部
の個数が減り、第３のラッチ回路の素子数を減らすことができる。
【００２３】
　また本発明の一態様では、前記データ分配回路は、前記第２のラッチ回路と前記第３の
ラッチ回路との間に設けられるシフト方向切換え回路を含み、前記シフト方向切換え回路
は、第１のシフト方向のモードでは、前記第１の奇数データ用ラッチ部のデータを前記共
通ラッチ部に出力し、次に前記第１の偶数データ用ラッチ部のデータを前記共通ラッチ部
に出力し、第２のシフト方向モードでは、前記第１の奇数データ用ラッチ部のデータの順
序を逆にして、前記共通ラッチ部に出力し、次に前記第１の偶数データ用ラッチ部のデー
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タの順序を逆にして、前記共通ラッチ部に出力してもよい。
【００２４】
　このようにすれば、電気光学パネルに表示される画像を左右反転（ミラー反転）するこ
とができるから、前面投射型及び背面投射型の２つの方式のプロジェクター（投写型表示
装置）に対応することができる。
【００２５】
　また本発明の他の態様は、上記に記載の集積回路装置を含む電気光学装置及び電子機器
に関係する。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】液晶表示装置の構成例。
【図２】データドライバーの構成例。
【図３】マルチプレクス駆動の動作説明図。
【図４】マルチプレクス駆動の動作説明図。
【図５】図５（Ａ）、図５（Ｂ）は分散駆動の説明図。
【図６】図６（Ａ）、図６（Ｂ）は分散駆動の効果の説明図。
【図７】本実施形態の基本的な構成例。
【図８】データ分配回路の第１の構成例。
【図９】第１の構成例の動作説明図。
【図１０】分散切換回路を付加した構成例。
【図１１】シフト方向切換回路を付加した構成例。
【図１２】データ分配回路の第２の構成例。
【図１３】第２の構成例の動作説明図。
【図１４】シフト方向切換回路を付加した構成例。
【図１５】電子機器の構成例。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。なお以下に説明する本実施
形態は特許請求の範囲に記載された本発明の内容を不当に限定するものではなく、本実施
形態で説明される構成の全てが本発明の解決手段として必須であるとは限らない。
【００２８】
　１．マルチプレクス駆動
　本発明の幾つかの実施形態によれば、マルチプレクス駆動（線順次駆動）において、後
述する分散駆動を用いることによって、オペアンプのオフセット電圧等に起因する表示ム
ラ（スジ）を低減することができる。本発明の実施形態を説明するに先立って、通常のマ
ルチプレクス駆動、すなわち分散駆動を行わないマルチプレクス駆動について以下に説明
する。
【００２９】
　１．１．液晶表示装置の構成例
　図１～図４を用いて、本実施形態が行うマルチプレクス駆動（線順次駆動）について説
明する。
【００３０】
　なお以下では、液晶プロジェクター等に用いられる単色表示の液晶パネルがドライバー
（集積回路装置）により駆動される場合を例に説明する。但し本発明では、ＲＧＢ表示等
の複数色表示の液晶パネルがドライバーにより駆動されてもよい。また本発明では、液晶
パネル以外の電気光学パネルがドライバーにより駆動されてもよく、例えば有機ＥＬ（El
ectro-Luminescence）パネル・無機ＥＬパネル等のＥＬパネルや電気泳動パネル（EPD:El
ectrophoretic Display）などの電気光学パネル（広義には電気光学装置）にも適用でき
る。
【００３１】
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　また以下では、後述するデータ信号供給線に、データ信号としてデータ電圧が供給され
る場合を例に説明する。但し本発明では、データ信号供給線にデータ信号としてデータ電
流が供給されてもよい。
【００３２】
　図１に液晶表示装置（ＬＣＤ：Liquid Crystal Display、広義には電気光学装置）の構
成例を示す。図１に示す構成例は、液晶パネル１２（広義には、電気光学パネル）、ドラ
イバー６０（集積回路装置）、表示コントローラー４０、電源回路５０を含む。なお、本
発明の液晶表示装置は、図１の構成に限定されず、その構成要素の一部（例えば表示コン
トローラー等）を省略したり他の構成要素を追加したりする等の種々の変形実施が可能で
ある。例えば、図１には、後述するデマルチプレクサーが液晶パネルに含まれるものとし
て図示するが、本発明では、デマルチプレクサーが後述するデータドライバー２０に含ま
れてもよい。
【００３３】
　液晶パネル１２は、例えばアクティブマトリクス型の液晶パネルで構成できる。このと
き、液晶パネル１２の液晶基板（例えば、ガラス基板）には、図１のＹ方向に複数配列さ
れ、それぞれＸ方向に伸びる走査線Ｇ１～Ｇｍ（ｍは２以上の自然数）が配置される。ま
た、液晶基板には、Ｘ方向に複数配列され、それぞれＹ方向に伸びるデータ線Ｓ１１～Ｓ
８１、Ｓ１２～Ｓ８２、・・・、Ｓ１ｎ～Ｓ８ｎ（ｎは２以上の自然数）が配置される。
さらに、液晶基板には、データ信号供給線Ｓ１～Ｓｎ（データ電圧供給線、またはデータ
電流供給線）が設けられ、各データ信号供給線に対応してデマルチプレクサーＤＭＵＸ１
～ＤＭＵＸｎが設けられる。
【００３４】
　また液晶基板には、走査線Ｇ１～Ｇｍ（ゲート線）とデータ線Ｓ１１～Ｓ８１、Ｓ１２
～Ｓ８２、・・・、Ｓ１ｎ～Ｓ８ｎ（ソース線）との交差点に対応する位置に、薄膜トラ
ンジスターが設けられる。例えば、走査線Ｇｊ（ｊはｍ以下の自然数）とデータ線Ｓ１ｉ
（ｉはｎ以下の自然数）との交差点に対応する位置に、薄膜トランジスターＴｊｉ－１が
設けられる。
【００３５】
　そして、例えば薄膜トランジスターＴｊｉ－１のゲート電極は走査線Ｇｊに接続され、
ソース電極はデータ線Ｓ１ｉに接続され、ドレイン電極は画素電極ＰＥｊｉ－１に接続さ
れる。この画素電極ＰＥｊｉ－１と対向電極ＣＥ（共通電極、コモン電極）との間には、
液晶容量ＣＬｊｉ－１（液晶素子、広義には電気光学素子）が形成される。
【００３６】
　デマルチプレクサーＤＭＵＸ１～ＤＭＵＸｎは、データ信号供給線（ソース信号供給線
）に供給された時分割のデータ電圧（またはデータ電流、広義にはデータ信号）をデータ
線に分割（分離、デマルチプレクス）して供給する。具体的には、デマルチプレクサーＤ
ＭＵＸｉは、各データ線に対応するスイッチ素子（複数のデマルチプレクス用スイッチン
グ素子）を含む。そして、データドライバー２０からのデマルチプレクス用スイッチ信号
ＳＥＬ１～ＳＥＬ８（マルチプレクス制御信号）によってスイッチ素子がオン・オフ制御
され、データ信号供給線Ｓｉに供給されたデータ電圧（ソース電圧）がデータ線Ｓ１ｉ～
Ｓ８ｉに分割して供給される。
【００３７】
　なお、図１においては、説明を簡単にするために、データ信号供給線Ｓｉに対応するデ
マルチプレクサーＤＭＵＸｉ及びデータ線Ｓ１ｉ～Ｓ８ｉのみを図示した。また、データ
線Ｓ１ｉ～Ｓ８ｉと走査線Ｇｊとの交差点に対応する位置に設けられた薄膜トランジスタ
ーのみを図示した。但し、他のデータ信号供給線に対応するデマルチプレクサー及びデー
タ線、他のデータ線と走査線との交点に対応する位置に設けられた薄膜トランジスターに
ついても同様である。
【００３８】
　データドライバー２０は、画像データ（階調データ）に基づいて時分割のデータ電圧を
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データ信号供給線Ｓ１～Ｓｎに出力し、データ信号供給線Ｓ１～Ｓｎを駆動する。一方、
走査ドライバー３８は、液晶パネル１２の走査線Ｇ１～Ｇｍを走査（順次駆動）する。
【００３９】
　表示コントローラー４０は、データドライバー２０、走査ドライバー３８及び電源回路
５０を制御する。例えば、表示コントローラー４０は、データドライバー２０及び走査ド
ライバー３８に対して、動作モードの設定や内部で生成した垂直同期信号・水平同期信号
の供給を行う。表示コントローラー４０は、例えば図示しないホストコントローラー（例
えば、ＣＰＵ：Central Processing Unit）により設定された内容に従って、これらの制
御を行う。
【００４０】
　電源回路５０は、外部から供給される基準電圧（電源電圧）に基づいて、液晶パネル１
２の駆動に必要な各種の電圧レベル（例えば、階調電圧生成用の基準電圧）や、対向電極
ＣＥの対向電極電圧ＶＣＯＭの電圧レベルを生成する。
【００４１】
　なお図１では、単色表示の液晶パネルにおいて、１本のデータ信号供給線から８本のデ
ータ線にデータ電圧が供給される場合を例に説明した。但し本発明では、１本のデータ信
号供給線から他の本数のデータ線にデータ電圧が供給されてもよい。例えば、本発明では
、ＲＧＢ表示の液晶パネルにおいて、１本のデータ信号供給線からＲ１・Ｇ１・Ｂ１・Ｒ
２・Ｇ２・Ｂ２に対応する６本のデータ線にデータ電圧が供給されてもよい。
【００４２】
　１．２．データドライバー
　図２に、図１のデータドライバー２０の構成例を示す。データドライバー２０は、シフ
トレジスター２２、ラインラッチ２４、２６、多重化回路２８、基準電圧発生回路３０（
階調電圧発生回路）、ＤＡＣ３２（Digital-to-Analog Converter、広義にはデータ電圧
生成回路）、データ線駆動回路３４、マルチプレクス駆動制御部３６を含む。
【００４３】
　シフトレジスター２２は、各データ線に対応して設けられ、順次接続された複数のフリ
ップフロップを含む。このシフトレジスター２２は、クロック信号ＣＬＫに同期して動作
し、先頭のフリップフロップがイネーブル入出力信号ＥＩＯを保持すると、順次隣接する
フリップフロップにイネーブル入出力信号ＥＩＯをシフトする。
【００４４】
　ラインラッチ２４には、画像データＤＩＯ（階調データ）が入力される。ラインラッチ
２４は、この画像データＤＩＯを、シフトレジスター２２からの順次シフトされたイネー
ブル入出力信号ＥＩＯに同期してラッチする。
【００４５】
　ラインラッチ２６は、水平同期信号ＬＰに同期して、ラインラッチ２４でラッチされた
１水平走査単位の画像データをラッチする。
【００４６】
　なお、クロック信号ＣＬＫ、イネーブル入出力信号ＥＩＯ、画像データＤＩＯ、水平同
期信号ＬＰは、例えば表示コントローラー４０から入力される。
【００４７】
　多重化回路２８は、ラインラッチ２６からの各データ線に対応する画像データを受けて
、８本分のデータ線に対応する画像データを時分割多重し、各データ信号供給線に対応す
る時分割多重された画像データを出力する。多重化回路２８は、マルチプレクス駆動制御
部３６からのマルチプレクス制御信号ＳＥＬ１～ＳＥＬ８に基づいて、画像データを多重
化する。
【００４８】
　マルチプレクス駆動制御部３６は、データ電圧の時分割タイミングを規定するマルチプ
レクス制御信号ＳＥＬ１～ＳＥＬ８を生成する。具体的には、マルチプレクス駆動制御部
３６はスイッチ信号生成回路３７を含み、スイッチ信号生成回路３７がマルチプレクス制
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御信号ＳＥＬ１～ＳＥＬ８を生成する。そして、マルチプレクス駆動制御部３６は、デマ
ルチプレクス用スイッチ信号としてマルチプレクス制御信号ＳＥＬ１～ＳＥＬ８をデマル
チプレクサーＤＭＵＸ１～ＤＭＵＸｎに供給する。
【００４９】
　基準電圧発生回路３０は、複数の基準電圧（階調電圧）を生成し、ＤＡＣ３２に供給す
る。基準電圧発生回路３０は、例えば電源回路５０から供給される電圧レベルに基づいて
、複数の基準電圧を生成する。
【００５０】
　ＤＡＣ３２は、デジタルの画像データに基づいて、各データ線に供給すべきアナログの
階調電圧を生成する。具体的には、ＤＡＣ３２は、多重化回路２８からの時分割多重され
た画像データと、基準電圧発生回路３０からの複数の基準電圧を受けて、時分割多重され
た画像データに対応する時分割多重された階調電圧を生成する。
【００５１】
　データ線駆動回路３４は、ＤＡＣ３２からの階調電圧をバッファリング（広義にはイン
ピーダンス変換）してデータ信号供給線Ｓ１～Ｓｎにデータ電圧を出力し、データ線Ｓ１
１～Ｓ８１、Ｓ１２～Ｓ８２、・・・、Ｓ１ｎ～Ｓ８ｎを駆動する。例えば、データ線駆
動回路３４は、各データ信号供給線に設けられたボルテージフォロワー接続の演算増幅器
（オペアンプ）により、階調電圧をバッファリングする。
【００５２】
　１．３．マルチプレクス駆動の動作説明
　図３、図４に、マルチプレクス駆動回路３６の動作説明図を示す。なお図３、図４では
、デマルチプレクサーＤＭＵＸｉの動作例について説明するが、他のデマルチプレクサー
の動作についても同様である。
【００５３】
　図３に、多重化回路２８の動作説明図を示す。ここで図３に示すように、データ線Ｓ１
ｉ～Ｓ８ｉ用の画像データとして、画像データＧＤ１～ＧＤ８がラインラッチ２６にラッ
チされるとする。
【００５４】
　そうすると、多重化回路２８は、図３のＡ１に示すようにマルチプレクス制御信号ＳＥ
Ｌ１がアクティブとなったときに、Ａ２に示す画像データＧＤ１を、Ａ３に示すように選
択して出力する。そして、マルチプレクス制御信号ＳＥＬ２がアクティブとなったときに
、画像データＧＤ２を選択して出力し、マルチプレクス制御信号ＳＥＬ８がアクティブと
なったときに、画像データＧＤ８を選択して出力する。
【００５５】
　このようにして、多重化回路２８は、１水平走査期間内に１度ずつアクティブとなるマ
ルチプレクス制御信号ＳＥＬ１～ＳＥＬ８に基づいて、画像データＧＤ１～ＧＤ８が時分
割多重化された多重化データを生成する。
【００５６】
　ＤＡＣ３２は、時分割多重化された画像データＧＤ１～ＧＤ８を受けて、各画像データ
に対応する階調電圧を、基準電圧（階調電圧）の中から選択して出力する。そして、ＤＡ
Ｃ３２は、時分割多重化された画像データを出力する。
【００５７】
　図４に、デマルチプレクサーＤＭＵＸｉの動作説明図を示す。図４に示すように、デー
タ線駆動回路３４は、ＤＡＣからの多重化された階調電圧を受けて、多重化されたデータ
電圧Ｖ１～Ｖ８を１水平走査期間内に出力する。
【００５８】
　そして、デマルチプレクサーＤＭＵＸｉは、図４のＢ１に示すようにマルチプレクス制
御信号ＳＥＬ１がアクティブのときは、Ｂ２に示すデータ電圧Ｖ１を、Ｂ３に示すように
データ線Ｓ１ｉに出力する。同様に、デマルチプレクサーＤＭＵＸｉは、マルチプレクス
制御信号ＳＥＬ２がアクティブのときは、データ電圧Ｖ２をデータ線Ｓ２ｉに出力し、マ
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ルチプレクス制御信号ＳＥＬ８がアクティブのときは、データ電圧Ｖ８をデータ線Ｓ８ｉ
に出力する。
【００５９】
　このようにして、デマルチプレクサーＤＭＵＸｉは、データ信号供給線Ｓｉに供給され
る多重化されたデータ電圧Ｖ１～Ｖ８を分離して、データ線Ｓ１ｉ～Ｓ８ｉに出力する。
【００６０】
　２．分散駆動のマルチプレクス駆動
　２．１．駆動方法
　図５（Ａ）及び図５（Ｂ）は、本実施形態の集積回路装置の特徴である分散駆動を説明
する図である。図５（Ａ）は通常のマルチプレクス駆動、すなわち分散駆動を行わないマ
ルチプレクス駆動を示し、図５（Ｂ）は分散駆動を行うマルチプレクス駆動を示す。いず
れもマルチプレクス数を４とした場合を示すが、４より大きい値、例えば８としてもよい
。なお、図５（Ａ）、図５（Ｂ）では、液晶パネル（電気光学パネル）の一部のみを示し
た。
【００６１】
　通常のマルチプレクス駆動では、図５（Ａ）に示すように、例えばオペアンプＯＰＡ１
は、マルチプレクス制御信号ＳＥＬ１～ＳＥＬ４によって、データ線Ｄ１～Ｄ４を順次駆
動する。同様に、オペアンプＯＰＡ２は、データ線Ｄ５～Ｄ８を順次駆動する。
【００６２】
　分散駆動を行うマルチプレクス駆動では、図５（Ｂ）に示すように、例えばオペアンプ
ＯＰＡ１は、マルチプレクス制御信号ＳＥＬ１～ＳＥＬ４によって、データ線Ｄ１、Ｄ３
、Ｄ５、Ｄ７を順次駆動する。また、オペアンプＯＰＡ２は、ＳＥＬ１～ＳＥＬ４によっ
て、データ線Ｄ２、Ｄ４、Ｄ６、Ｄ８を順次駆動する。すなわち、オペアンプＯＰＡ１は
奇数データ線をマルチプレクス駆動し、ＯＰＡ２は偶数データ線をマルチプレクス駆動す
る。
【００６３】
　図５（Ｂ）はマルチプレクス数を４、分散数を２とした場合であるが、他の値であって
もよい。例えば、マルチプレクス数を８、分散数を２とした場合では、ＯＰＡ１がデータ
線Ｄ１、Ｄ３、Ｄ５、Ｄ７、Ｄ９、Ｄ１１、Ｄ１３、Ｄ１５をマルチプレクス駆動し、Ｏ
ＰＡ２がデータ線Ｄ２、Ｄ４、Ｄ６、Ｄ８、Ｄ１０、Ｄ１２、Ｄ１４、Ｄ１６をマルチプ
レクス駆動する。また、例えばマルチプレクス数を８、分散数を４とした場合では、ＯＰ
Ａ１がＤ１、Ｄ５、Ｄ９、Ｄ１３、Ｄ１７、Ｄ２１、Ｄ２５、Ｄ２９を、ＯＰＡ２がＤ２
、Ｄ６、Ｄ１０、Ｄ１４、Ｄ１８、Ｄ２２、Ｄ２６、Ｄ３０を、ＯＰＡ３がＤ３、Ｄ７、
Ｄ１１、Ｄ１５、Ｄ１９、Ｄ２３、Ｄ２７、Ｄ３１を、ＯＰＡ４がＤ４、Ｄ８、Ｄ１２、
Ｄ１６、Ｄ２０、Ｄ２４、Ｄ２８、Ｄ３２を、それぞれマルチプレクス駆動する。
【００６４】
　以上説明したように、分散駆動では、隣り合うデータ線は異なるオペアンプによって駆
動される。これが分散駆動の特徴である。
【００６５】
　２．２　分散駆動の効果
　上述したようにデータ線駆動回路に設けられたボルテージフォロワー接続のオペアンプ
は、ＤＡＣが生成した階調電圧をバッファリングして出力する。理想的な特性を持つオペ
アンプは、入力電圧と等しい電圧を出力するが、実際のオペアンプはオフセット電圧があ
るために、正しい階調電圧からオフセット電圧分だけ誤差を持った電圧を出力してしまう
。このオフセット電圧はオペアンプを構成するトランジスター等の素子特性のばらつきに
起因するものであり、オフセット電圧値は個々のオペアンプでばらつきがある。
【００６６】
　上記のオフセット電圧は、例えば１０ｍＶ程度であるが、電気光学パネルの多階調化に
伴って１階調に相当する電圧が小さくなると、オフセット電圧による階調電圧のばらつき
が無視できなくなる。すなわち、隣接する２つのオペアンプ間で階調電圧出力に１階調以
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上のばらつきが生じた場合には、画面上の表示ムラ（スジ）として認識されてしまうおそ
れがある。
【００６７】
　図６（Ａ）は、通常のマルチプレクス駆動の場合に、オペアンプのオフセット電圧によ
って表示ムラが現れることを示したものである。図６（Ａ）では、３２本のデータ線Ｄ１
～Ｄ３２について、８個のオペアンプＯＰＡ１～ＯＰＡ８を用いて、マルチプレクス制御
信号ＳＥＬ１～ＳＥＬ４によるマルチプレクス駆動を行う場合を示している。例として全
データ線Ｄ１～Ｄ３２に対して１０階調に相当する電圧を出力するものとする。また、各
オペアンプのオフセット電圧はその電圧に相当する階調で表して、例えばＯＰＡ１につい
ては１階調、ＯＰＡ２については２階調、ＯＰＡ３については０階調とし、以下ＯＰＡ８
まで図６（Ａ）に示すような値になっているとする。この場合の実際に出力される階調電
圧は、正しい階調電圧にオフセット電圧を加えた電圧になる。図６（Ａ）では、実際に出
力される階調電圧をそれに相当する階調で表している。
【００６８】
　図６（Ａ）に示すように、データ線Ｄ５～Ｄ８については１２階調、データ線Ｄ９～Ｄ
１２については１０階調、データ線Ｄ１３～Ｄ１６については１２階調、そしてデータ線
Ｄ１７～Ｄ２０については１０階調が出力される。すなわち４本のデータ線毎に２階調分
の明暗差が生じることになり、これが画面上の表示ムラ（スジ）として認識されるおそれ
がある。
【００６９】
　図６（Ｂ）は、分散駆動を行うマルチプレクス駆動の場合を示す。オペアンプのオフセ
ット電圧は、図６（Ａ）の場合と同一である。図６（Ｂ）に示すように、例えばオペアン
プＯＰＡ１は奇数番目のデータ線Ｄ１、Ｄ３、Ｄ５、Ｄ７をマルチプレクス駆動し、オペ
アンプＯＰＡ２は偶数番目のデータ線Ｄ２、Ｄ４、Ｄ６、Ｄ８をマルチプレクス駆動する
。実際の出力階調を見ると、データ線Ｄ８～Ｄ１７について１２階調と１０階調とが交互
に現れているのが分かる。１本のデータ線毎に２階調分の明暗差が交互に現れているため
に、目視では平均化されて画面上の表示ムラ（スジ）は目立たなくなる。これが本実施形
態の分散駆動による表示ムラを低減する効果である。
【００７０】
　３．本実施形態の基本的な構成例
　上述したように、マルチプレクス駆動を行う場合に、オペアンプのオフセット電圧によ
って画面上に表示ムラ（スジ）が生じるおそれがある。本実施形態によれば、以下に説明
する分散駆動を用いることによって上記の表示ムラを低減することができる。
【００７１】
　図７に本実施形態の基本的な構成例を示す。本実施形態の集積回路装置１００は、電気
光学パネル４００（広義には電気光学装置）の複数のデータ線を駆動するデータドライバ
ー３００と、データドライバー３００にデータを供給するデータ分配回路２００とを含む
。なお、本実施形態の集積回路装置１００は図７の構成に限定されず、その構成要素の一
部を省略したり、他の構成要素に置き換えたり、他の構成要素を追加するなどの種々の変
形実施が可能である。
【００７２】
　データドライバー３００は、複数のデータ線のうちの奇数番目のデータ線を駆動する奇
数データ線用駆動回路３２０と、複数のデータ線のうちの偶数番目のデータ線を駆動する
偶数データ線用駆動回路３４０と、奇数データ線用駆動回路３２０に対応して設けられる
奇数データ線用ラッチ回路３１０と、偶数データ線用駆動回路３４０に対応して設けられ
る偶数データ線用ラッチ回路３３０とを含む。
【００７３】
　データ分配回路２００は、時系列に入力される画像データＰＤＡＴＡを受けて、奇数デ
ータ線用ラッチ回路３１０に対して、マルチプレクス数分の奇数データ線用画像データＰ
ｏｄｄを供給する。また、偶数データ線用ラッチ回路３３０に対して、マルチプレクス数
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分の偶数データ線用画像データＰｅｖｎを供給する。なお、奇数データ線用画像データＰ
ｏｄｄ及び偶数データ線用画像データＰｅｖｎは、マルチプレクス数分でなくてもよい。
例えば、マルチプレクス数分より多くてもよい。
【００７４】
　奇数データ線用駆動回路３２０は、マルチプレクス数分の奇数データ線用画像データ（
例えばＰ１、Ｐ３、Ｐ５、Ｐ７）をマルチプレクス（時分割多重化）し、さらにアナログ
信号に変換して電気光学パネル４００に供給する。このマルチプレクスされた奇数データ
線用データ信号（階調電圧信号）がデマルチプレクサー（例えばＤＭＵＸ１）によりデマ
ルチプレクスされる。こうして得られたデマルチプレクス後のデータ信号（階調電圧信号
）が、1水平走査期間において、対応する奇数番目のデータ線（例えばＤ１、Ｄ３、Ｄ５
、Ｄ７）に供給される。
【００７５】
　同様に、偶数データ線用駆動回路３４０は、マルチプレクス数分の偶数データ線用画像
データ（例えばＰ２、Ｐ４、Ｐ６、Ｐ８）をマルチプレクス（時分割多重化）し、さらに
アナログ信号に変換して電気光学パネル４００に供給する。このマルチプレクスされた偶
数データ線用データ信号（階調電圧信号）がデマルチプレクサー（例えばＤＭＵＸ２）に
よりデマルチプレクスされる。こうして得られたデマルチプレクス後のデータ信号（階調
電圧信号）が、1水平走査期間において、対応する偶数番目のデータ線（例えばＤ２、Ｄ
４、Ｄ６、Ｄ８）に供給される。
【００７６】
　以上はデータ線Ｄ１～Ｄ８について説明したが、他のデータ線についても同様である。
例えば奇数データ線用画像データＰｋ－７、Ｐｋ－５、Ｐｋ－３、Ｐｋ－１（ｋは８の倍
数）がマルチプレクスされ、さらにアナログ信号に変換され、そしてデマルチプレクスさ
れて、それぞれ対応する奇数番目のデータ線Ｄｋ－７、Ｄｋ－５、Ｄｋ－３、Ｄｋ－１に
供給される。また、偶数データ線用画像データＰｋ－６、Ｐｋ－４、Ｐｋ－２、Ｐｋがマ
ルチプレクスされ、さらにアナログ信号に変換され、そしてデマルチプレクスされて、そ
れぞれ対応する偶数番目のデータ線Ｄｋ－６、Ｄｋ－４、Ｄｋ－２、Ｄｋに供給される。
【００７７】
　図７の基本的な構成例では、集積回路装置１００はデマルチプレクサーＤＭＵＸ１～Ｄ
ＭＵＸｎに含まれる複数のデマルチプレクス用スイッチング素子をオン・オフ制御するた
めのデマルチプレクス用スイッチ信号（マルチプレクス制御信号）ＳＥＬ１～ＳＥＬ４を
生成するスイッチ信号生成回路３７を含む。なお、図７ではデマルチプレクサーＤＭＵＸ
１～ＤＭＵＸｎは電気光学パネル４００に含まれているが、データドライバー３００に含
めてもよい。
【００７８】
　４．データ分配回路の第１の構成例
　上述したようにマルチプレクス駆動に分散駆動を付加することで、オペアンプのオフセ
ット電圧に起因する表示ムラを低減することができる。この分散駆動を実現するためには
、時系列に入力される画像データＰＤＡＴＡを受けて、マルチプレクス数分の奇数データ
線用画像データＰｏｄｄと、マルチプレクス数分の偶数データ線用画像データＰｅｖｎと
を出力するデータ分配回路２００が必要となる。
【００７９】
　図８はデータ分配回路２００の第１の構成例を示す。本構成例のデータ分配回路２００
は、第１、第２、第３のラッチ回路２１０、２２０、２３０ａを含む。図８は説明の便宜
上、マルチプレクス数を４、分散数を２とした場合を示すが、上述したようにこれに限定
されるものではない。
【００８０】
　第１のラッチ回路２１０は、少なくとも４マルチプレクス分の画像データを多相クロッ
クによってラッチする。例えば図８に示すように、８の多相クロックＭＣＫ１～ＭＣＫ８
によって、８の画像データＰ１～Ｐ８がそれぞれ８のラッチ部ＬＡ１～ＬＡ８にラッチさ
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れる。
【００８１】
　第２のラッチ回路２２０は、画像データＰＤＡＴＡのうちの奇数データ線用画像データ
を第１のクロックＣＬＫ１に基づいてラッチする第１の奇数データ用ラッチ部２２１と、
画像データＰＤＡＴＡのうちの偶数データ線用画像データを第２のクロックＣＫＬ２に基
づいてラッチする第１の偶数データ用ラッチ部２２２とを有する。例えば図８に示すよう
に、第１の奇数データ用ラッチ部２２１は、第１のクロックＣＬＫ１に基づいて、奇数デ
ータ線用画像データＰ１、Ｐ３、Ｐ５、Ｐ７をラッチする。また、第１の偶数データ用ラ
ッチ部２２２は、第２のクロックＣＬＫ２に基づいて、偶数データ線用画像データＰ２、
Ｐ４、Ｐ６、Ｐ８をラッチする。
【００８２】
　第３のラッチ回路２３０ａは、第２の奇数データ用ラッチ部２３１と第２の偶数データ
用ラッチ部２３２とを含む。第２の奇数データ用ラッチ部２３１は、第３のクロックＣＬ
Ｋ３ａに基づいて、第１の奇数データ用ラッチ部２２１のデータ（例えばＰ１、Ｐ３、Ｐ
５、Ｐ７）をラッチし、奇数データ線用ラッチ回路３１０に対して供給する。また、第２
の偶数データ用ラッチ部２３２は、第３のクロックＣＬＫ３ａに基づいて、第１の偶数デ
ータ用ラッチ部２２２のデータ（例えばＰ２、Ｐ４、Ｐ６、Ｐ８）をラッチし、偶数デー
タ線用ラッチ回路３３０に対して供給する。
【００８３】
　以上説明したように、図８に示すデータ分配回路の第１の構成例によれば、時系列に入
力される画像データＰＤＡＴＡを受けて、マルチプレクス数分の奇数データ線用画像デー
タＰｏｄｄと、マルチプレクス数分の偶数データ線用画像データＰｅｖｎとを出力するこ
とができる。こうすることで、上述した分散駆動が可能になり、その結果、オペアンプの
オフセット電圧等に起因する表示ムラ（スジ）を低減することができる。
【００８４】
　なお、図８は一例として画像データＰ１～Ｐ８について図示したものである。Ｐ８より
後の画像データＰ９、Ｐ１０、・・・についても、ＣＬＫ３ａの各周期毎に、奇数データ
線用画像データＰｋ－７、Ｐｋ－５、Ｐｋ－３、Ｐｋ－１（ｋは８の倍数）及び偶数デー
タ線用画像データＰｋ－６、Ｐｋ－４、Ｐｋ－２、Ｐｋが出力される。
【００８５】
　図９はデータ分配回路２００の第１の構成例の各クロック信号と各ラッチ回路の動作の
一例を示す。以下に、図９を用いてデータ分配回路２００の動作を説明する。なお、図９
は、図８と同様にマルチプレクス数を４、分散数を２とした場合を示すが、上述したよう
にこれに限定されるものではない。
【００８６】
　画像データＰＤＡＴＡによって、１水平走査期間にデータ線Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３、・・・
にそれぞれ供給される画像データＰ１、Ｐ２、Ｐ３、・・・（図９では文字Ｐを省略し、
数字のみ記す）が時系列で入力される。多相クロックのうちのＭＣＫ１により、画像デー
タＰ１が第１のラッチ回路２１０のラッチ部ＬＡ１にラッチされる。これに続いて、画像
データＰ２～Ｐ８がＭＣＫ２～８によりラッチ部ＬＡ２～ＬＡ８に順次ラッチされる。
【００８７】
　次に、第１のクロックＣＬＫ１により、画像データＰ１、Ｐ３、Ｐ５、Ｐ７が第１の奇
数データ用ラッチ部２２１にラッチされ、続いて第２のクロックＣＬＫ２により、画像デ
ータＰ２、Ｐ４、Ｐ６、Ｐ８が第１の偶数データ用ラッチ部２２２にラッチされる。
【００８８】
　さらに第３のクロックＣＬＫ３ａにより、画像データＰ１、Ｐ３、Ｐ５、Ｐ７が第２の
奇数データ用ラッチ部２３１にラッチされ、画像データＰ２、Ｐ４、Ｐ６、Ｐ８が第２の
偶数データ用ラッチ部２３２にラッチされる。このようにして、ＣＬＫ３ａの第１の周期
の期間に、奇数データ線用画像データＰ１、Ｐ３、Ｐ５、Ｐ７及び偶数データ線用画像デ
ータＰ２、Ｐ４、Ｐ６、Ｐ８が出力される。
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【００８９】
　画像データＰ９～Ｐ１６についても同様にして、第３のクロックＣＬＫ３ａの第２の周
期の期間に、奇数データ線用画像データＰ９、Ｐ１１、Ｐ１３、Ｐ１５及び偶数データ線
用画像データＰ１０、Ｐ１２、Ｐ１４、Ｐ１６が出力される。このようにして、１水平走
査期間に供給される全ての画像データがＣＬＫ３ａの周期毎に順次出力される。
【００９０】
　図１０は、上述した第１の構成例（図８）に分散切換回路２４０を付加した構成例を示
す。分散切換回路２４０は、第１のラッチ回路２１０と第２のラッチ回路２２０との間に
設けられ、分散駆動を有効にするか、無効にするかを切り換えることができる。すなわち
、分散モードがイネーブルになったときには、画像データＰＤＡＴＡのうちの奇数データ
線用画像データＰｏｄｄを第１の奇数データ用ラッチ部２２１に出力し、画像データＰＤ
ＡＴＡのうちの偶数データ線用画像データＰｅｖｎを第１の偶数データ用ラッチ部２２２
に出力する。
【００９１】
　一方、分散モードがディスイネーブルになったときには、奇数データ線用画像データと
偶数データ線用画像データとを区別することなく、例えば画像データＰ１～Ｐ４を第１の
奇数データ用ラッチ部２２１に出力し、画像データＰ５～Ｐ８を第１の偶数データ用ラッ
チ部２２２に出力する。このようにすることで、分散駆動を用いない通常のマルチプレク
ス駆動にも対応することができる。
【００９２】
　分散モードの切り換えは、集積回路装置に含まれるモード設定用レジスターからの信号
によって行うことができる。分散切換回路２４０は複数のスイッチ回路（例えばＳＡ１～
ＳＡ６）を含み、モード設定用レジスターからの信号により、これらのスイッチ回路の接
続を切り換えることで上記のモード切り換えを行う。図１０は分散モードをイネーブルに
したときの接続を示す。
【００９３】
　図１１は、上記の構成例（図１０）にさらにシフト方向切換回路２５０ａを付加した構
成例を示す。シフト方向切換回路２５０ａは、第２のラッチ回路２２０と第３のラッチ回
路２３０ａとの間に設けられ、第１及び第２のシフト方向のモードを有する。シフト方向
切換回路２５０ａは、図１１に示すように、複数のスイッチ回路（例えばＳＢ１～ＳＢ８
）を含み、これらのスイッチ回路を切り換えることで上記のモード切り換えを行う。
【００９４】
　シフト方向のモードの切り換えは、集積回路装置に含まれるモード設定用レジスターか
らの信号によって、シフト方向切換回路２５０ａのスイッチ回路を切り換えることで行う
ことができる。
【００９５】
　シフト方向切換回路２５０ａは、第１のシフト方向のモードでは、第１の奇数データ用
ラッチ部２２１のデータを第２の奇数データ用ラッチ部２３１に出力し、第１の偶数デー
タ用ラッチ部２２２のデータを第２の偶数データ用ラッチ部２３２に出力する。一方、第
２のシフト方向のモードでは、第１の奇数データ用ラッチ部２２１のデータの順序を逆に
して、第２の偶数データ用ラッチ部２３２に出力し、第１の偶数データ用ラッチ部２２２
のデータの順序を逆にして、第２の奇数データ用ラッチ部２３１に出力する。
【００９６】
　具体的には、第１のシフト方向のモードでは、例えば画像データがＰ１、Ｐ３、Ｐ５、
Ｐ７の順に奇数データ線用ラッチ回路３１０に供給され、Ｐ２、Ｐ４、Ｐ６、Ｐ８の順に
偶数データ線用ラッチ回路３３０に供給される。一方、第２のシフト方向のモードでは、
例えば画像データがＰ８、Ｐ６、Ｐ４、Ｐ２の順に奇数データ線用ラッチ回路３１０に供
給され、Ｐ７、Ｐ５、Ｐ３、Ｐ１の順に偶数データ線用ラッチ回路３３０に供給される。
【００９７】
　第２のシフト方向のモードを用いることで、電気光学パネル４００に表示される画像を
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左右反転（ミラー反転）することができる。こうすることで、前面投射型及び背面投射型
の２つの方式のプロジェクター（投写型表示装置）に対応することができる。
【００９８】
　５．データ分配回路の第２の構成例
　図１２はデータ分配回路２００の第２の構成例を示す。本構成例では、データ分配回路
２００は、第１、第２、第３のラッチ回路２１０、２２０、２３０ｂを含み、第１、第２
のラッチ回路２１０、２２０は図８に示した第１の構成例と同一である。第３のラッチ回
路２３０ｂは共通ラッチ部２３３を有する。なお、分散切換回路２４０は分散モードのイ
ネーブル／ディスイネーブルを切り換えるためのものであり、無くてもよい。
【００９９】
　共通ラッチ部２３３は、第３のクロックＣＬＫ３ｂに基づいて第１の奇数データ用ラッ
チ部２２１のデータをラッチして、奇数データ線用ラッチ回路３１０に対して供給する。
次に、第３のクロックＣＬＫ３ｂに基づいて第１の偶数データ用ラッチ部２２２のデータ
をラッチして、偶数データ線用ラッチ回路３３０に対して供給する。
【０１００】
　具体的には、例えば第３のクロックＣＬＫ３ｂの第１の周期Ｔ１の期間には、奇数デー
タ線用画像データＰ１、Ｐ３、Ｐ５、Ｐ７が供給され、次にＣＬＫ３ｂの第２の周期Ｔ２
の期間には、偶数データ線用画像データＰ２、Ｐ４、Ｐ６、Ｐ８が供給される。
【０１０１】
　図１３はデータ分配回路２００の第２の構成例の各クロック信号と各ラッチ回路の動作
の一例を示す。第１、第２のラッチ回路２１０、２２０の動作は、図９に示した第１の構
成例と同一である。第３のラッチ回路２３０ｂの共通ラッチ部２３３は、図１３に示すよ
うに、第３のクロックＣＬＫ３ｂの第１の周期Ｔ１の期間には画像データＰ１、Ｐ３、Ｐ
５、Ｐ７を出力し、次にＣＬＫ３ｂの第２の周期Ｔ２の期間には画像データＰ２、Ｐ４、
Ｐ６、Ｐ８を出力する。この後、ＣＬＫ３ｂの周期毎に奇数データ線用画像データと偶数
データ線用画像データとを交互に出力する。
【０１０２】
　以上説明したように、図１２に示すデータ分配回路２００の第２の構成例によれば、時
系列に入力される画像データＰＤＡＴＡを受けて、マルチプレクス数分の奇数データ線用
画像データＰｏｄｄと、マルチプレクス数分の偶数データ線用画像データＰｅｖｎとを、
第３のクロックＣＬＫ３ｂの周期毎に交互に出力することができる。こうすることで、上
述した分散駆動が可能になり、その結果、オペアンプのオフセット電圧等に起因する表示
ムラ（スジ）を低減することができる。さらに共通ラッチ部２３３を用いることで、奇数
データ用ラッチ部及び偶数データ用ラッチ部の２個のラッチ部を設ける必要がなく、共通
ラッチ部が奇数データ線用画像データ及び偶数データ線用画像データの両方をラッチする
ことができるから、第３のラッチ回路２３０ｂの素子数を減らすことができる。
【０１０３】
　図１４は、データ分配回路２００の第２の構成例（図１２）にシフト方向切換回路２５
０ｂを付加したものである。シフト方向切換回路２５０ｂは、第２のラッチ回路２２０と
第３のラッチ回路２３０ｂとの間に設けられ、第１及び第２のシフト方向のモードを有す
る。シフト方向切換回路２５０ｂは、図１４に示すように、複数のスイッチ回路（例えば
ＳＤ１～ＳＤ８）を含み、これらのスイッチ回路を切り換えることで上記のモード切り換
えを行う。
【０１０４】
　シフト方向切換回路２５０ｂは、第１のシフト方向のモードでは、第１の奇数データ用
ラッチ部２２１のデータを共通ラッチ部２３３に出力し、次に第１の偶数データ用ラッチ
部２２２のデータを共通ラッチ部２３３に出力する。一方、第２のシフト方向モードでは
、第１の奇数データ用ラッチ部２２１のデータの順序を逆にして、共通ラッチ部２３３に
出力し、次に第１の偶数データ用ラッチ部２２２のデータの順序を逆にして、共通ラッチ
部２３３に出力する。
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【０１０５】
　具体的には、第１のシフト方向のモードでは、例えば第３のクロックＣＬＫ３ｂの第１
の周期Ｔ１の期間には、画像データがＰ１、Ｐ３、Ｐ５、Ｐ７の順に奇数データ線用ラッ
チ回路３１０に供給され、ＣＬＫ３ｂの第２の周期Ｔ２の期間には、Ｐ２、Ｐ４、Ｐ６、
Ｐ８の順に偶数データ線用ラッチ回路３３０に供給される。一方、第２のシフト方向のモ
ードでは、例えば第３のクロックＣＬＫ３ｂの第１の周期Ｔ１の期間には、画像データが
Ｐ８、Ｐ６、Ｐ４、Ｐ２の順に奇数データ線用ラッチ回路３１０に供給され、ＣＬＫ３ｂ
の第２の周期Ｔ２の期間には、Ｐ７、Ｐ５、Ｐ３、Ｐ１の順に偶数データ線用ラッチ回路
３３０に供給される。
【０１０６】
　第２のシフト方向のモードを用いることで、電気光学パネル４００に表示される画像を
左右反転（ミラー反転）することができる。こうすることで、前面投射型及び背面投射型
の２つの方式のプロジェクター（投写型表示装置）に対応することができる。
【０１０７】
　なお、図１２乃至図１４は説明の便宜上、マルチプレクス数を４、分散数を２とした場
合を示したが、上述したようにこれに限定されるものではない。
【０１０８】
　６．電子機器
　図１５に本実施形態の集積回路装置が適用されたプロジェクター（電子機器）の構成例
を示す。
【０１０９】
　プロジェクター７００（投写型表示装置）は、表示情報出力源７１０、表示情報処理回
路７２０、ドライバー１００（集積回路装置）、液晶パネル４００（広義には電気光学パ
ネル、より広義には電気光学装置）、クロック発生回路７５０及び電源回路７６０を含む
。
【０１１０】
　表示情報出力源７１０は、ＲＯＭ（Read Only Memory）及びＲＡＭ（Random Access Me
mory）、光ディスク装置等のメモリー、画像信号を同調して出力する同調回路等を含み、
クロック発生回路７５０からのクロック信号に基づいて、所定フォーマットの画像信号等
の表示情報を表示情報処理回路７２０に出力する。
【０１１１】
　表示情報処理回路７２０は、増幅・極性反転回路、相展開回路、ローテーション回路、
ガンマ補正回路、或いはクランプ回路等を含むことができる。
【０１１２】
　ドライバー１００（集積回路装置）は、走査ドライバー（ゲートドライバー）及びデー
タドライバー（ソースドライバー）を含み、液晶パネル４００（電気光学パネル）を駆動
する。電源回路７６０は、上述の各回路に電力を供給する。
【０１１３】
　なお、以上のように本実施形態について詳細に説明したが、本発明の新規事項および効
果から実体的に逸脱しない多くの変形が可能であることは当業者には容易に理解できるで
あろう。従って、このような変形例はすべて本発明の範囲に含まれるものとする。例えば
、明細書又は図面において、少なくとも一度、より広義または同義な異なる用語と共に記
載された用語は、明細書又は図面のいかなる箇所においても、その異なる用語に置き換え
ることができる。また集積回路装置、電気光学装置及び電子機器等の構成、動作も本実施
形態で説明したものに限定されず、種々の変形実施が可能である。
【符号の説明】
【０１１４】
１２　電気光学パネル、２０　データドライバー、２２　シフトレジスター、
２４　ラインラッチ、２８　多重化回路、３０　基準電圧発生回路、３２　ＤＡＣ、
３４　データ線駆動回路、３６　マルチプレクス駆動制御部、
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３７　スイッチ信号生成回路、３８　走査ドライバー、４０　表示コントローラー、
５０　電源回路、６０　集積回路装置、１００　集積回路装置、
２００　データ分配回路、２１０　第１のラッチ回路、２２０　第２のラッチ回路、
２２１　第１の奇数データ用ラッチ部、２２２　第１の偶数データ用ラッチ部、
２３０ａ、２３０ｂ　第３のラッチ回路、２３１　第２の奇数データ用ラッチ部、
２３２　第２の偶数データ用ラッチ部、２３３　共通ラッチ部、２４０　分散切換回路、
２５０ａ、２５０ｂ　シフト方向切換回路、３００　データドライバー、
３１０　奇数データ線用ラッチ回路、３２０　奇数データ線用駆動回路、
３３０　偶数データ線用ラッチ回路、３４０　偶数データ線用駆動回路、
４００　電気光学パネル、７００　電子機器、７１０　表示情報出力源、
７２０　表示情報処理回路、７５０　クロック発生回路、７６０　電源回路、
ＰＤＡＴＡ　画像データ、Ｐｏｄｄ　奇数データ線用画像データ、
Ｐｅｖｎ　偶数データ線用画像データ、Ｐ１～Ｐ８、Ｐｋ－７～Ｐｋ　画像データ、
ＤＭＵＸ１～ＤＭＵＸｎ　デマルチプレクサー、
Ｄ１～Ｄ８、Ｄｋ－７～Ｄｋ　データ線、ＳＥＬ１～ＳＥＬ４　マルチプレクス制御信号

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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